






















































































































































































l. カホン 2. カスタネット









”・ ・ ー ・ 一 ・ ー ・ 一 ・ ー ・ ー ・ 一 ・一・一・ 一 ・一・ 一 ・ー・一・ ー ・ー・ 一 ・ ー ・ 一 ・ 一 • 一・一・ 一・一・ 一・





































ー・ー ・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー ・ー・一・ ー・ー ・ー・ ー・ー・ー・ ー・ー ・ー・ ー・ー・ ー・一 ・一.,






























. ... . . . . . . . 
7 
I 図2振り返りシートヘの記入例 • 


































































5年A組 ・B組 ・C組 ・F組の4クラス合同の発表会
を行い，それぞれの学級で決めた打楽器を使って合奏
をした。発表会後に書かせた感想には，自分の学級と
他の学級の演奏を比べ，それぞれの良さや，達成感
喜びが書かれていた。予想をはるかに大きく超えて，
「思考カ・判断カ ・表現力」を高めることができたと
言える。
（ウ）リコーダーや打楽器の奏法について振り返りシ
ートに書いている子どもが多く見られに特に打楽器
を加える段階になってからは，強弱を付けようとした
り，全体のバランスを考えて奏法について考えたりし
ていることが窺えた。また，振り返りシートは，形成
的魯財価の材料にもなった3
5. 2. 課題
振り返りの充実が技能の育成に効果的であるという
麟は見られたものの，時間の制約がある中で振り返
りを充実させることの難しさを感じtc.aまた，技能を
高めていくには楽器にたくさん触れる時間が必要であ
り，実際には計画していた時数よりも多くなってしま
った。今後は，限られた時間の中でどのようにして確
実に子どもたちに力を身に付けさせることができるの
か考えていきたい。
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